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貨

格

の

運

債

幣

動

持;

飯

藤
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R1 

本
稿
で
な
は
、

ク
イ
ッ
ク
ゼ

Y

の
「
貨
幣
利
子
と
財
債
格
」
を
中
心
と
し
、
こ
れ
を
可
な
り
詳
細
に
紹
介
し
乍
ら
、

此
蕗
に
展
開
さ
れ
て
居
る
理
論
構
成
の
一
一
一
二
の
貼
に
、
多
少
の
吟
味
を
試
み
よ
う
と
考
へ
て
居
る
。
彼
は
、
彼
の

理
論
を
展
開
す
る
魚
に
三
つ
の
理
論
的
準
備
を
設
〈
る
。
従
っ
て
順
序
は
、
先
づ
赴
に
鯛
れ
て
か
ら
組
織
的
展
開

に
謹
む
に
在
る
。

理

論

的

準

備

其
の
-
。
相
劃
慣
格
と
貨
幣
慣
桔

彼
は
二
つ
の
債
格
概
念
を
提
起
し
、

一
方
を
相
卦
債
格
と
し
他
方
を
貨

倣
巾
債
格
と
謂
ふ
。
前
者
は
財
と
財
と
の
交
換
比
率
で
あ
り
、
後
者
は
財
と
貨
幣
と
の
交
換
比
率
で
あ
る
。

貨
幣
債
格
の
運
動
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貨
幣
債
格
の
運
動

定
σ7 
限
界
内
で
動
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的
で
あ
る2) 第
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六

孤
立
的
交
換
の
場
合
に
於
け
る
交
換
比
率
の
決
定
は
、

定
は
現
買
で
な
く
、
現
宜
で
は
、
購
買
者
販
貢
者
聞
に
於
げ
る
杢
面
的
な
競
守
が
、
却
ち
公
開
市
場
が
支
配
的
で

め
る
。
此
市
場
で
は
、
「
無
差
別
の
法
則
」
に
よ
h
ノ
多
か
れ
少
か
れ
固
定
的
に
決
定
さ
れ
、
市
場
に
於
い
て
は
同
一

商
品
に
劃
し
て
同
時
に
唯
一
つ
の
偵
格
が
、
引
ん
は
二
商
品
問
に
は
唯
一
つ
の
交
換
比
率
が
存
有
す
る
事
に
成
る
。

此
偵
格
が
一
た
び
到
達
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
財
密
交
換
せ
ん
ー
と
す
る
個
人
に
と
っ
て
は
、
最
早
や
奥
へ
ら
れ
た
も
の

?
と
し
て
尖
常
ぃ
、
側
人
経
済
の
均
術
保
件
以
次
白
紙
に
現
は
し
符
る
。
即
L
I
N
サ
商
品
の
畑
山
界
枝
問
山
?
?
の
憤
橋

に
比
例
す
る
0
2
奥
へ
ら
れ
た
る
諸
向
口
叩
の
金
交
換
使
値
と
獲
得
お
れ
た
る
諸
向
円
聞
の
全
交
換
債
値
、
と
は
相
等
し

い
。
各
特
定
商
品
に
劃
す
る
個
人
的
需
要
の
杢
瞳
は
、
諸
周
に
劃
す
る
会
瞳
市
場
需
要
を
構
成
し
、
個
人
的
供
給

の
金
曜
は
、
此
等
諸
財
の
杢
睦
供
給
を
成
す
が
故
に
、
市
場
均
衡
は
各
特
定
向
口
叩
に
劃
し
て
需
給
が
相
等
し
い
様

な
債
格
闘
係
の
場
合
に
可
能
と
成
る
。
者
し
一
商
品
に
刻
す
る
需
要
に
販
賢
者
が
自
己
消
裂
の
た
め
に
保
留
す
る

量
を
も
包
含
す
る
と
す
れ
ば
、
需
要
は
そ
の
市
場
の
全
瞳
供
給
と
等
し
く
成
る
。
よ
り
長
期
を
問
題
と
す
れ
ば
生

産
と
消
費
と
の
均
衡
が
現
は
れ
る
。

斯
く
て
相
封
債
格
の
襲
動
は
、
生
産
保
件
の
襲
動
、
技
術
的
進
歩
の
必
然
的
結
果
で
あ
れ
、
人
間
的
統
制
の
轟

粋
か
ら
或
る
範
囲
に
於
い
て
解
放
さ
れ
て
居
る
。
「
市
場
に
於
け
る
個
々
の
商
品
又
は
商
品
群
の
相
卦
債
格
が
、
誤

っ
て
評
領
さ
れ
る
な
ら
ば
、
夫
慮
か
ら
生
じ
た
る
此
等
諸
商
品
又
は
商
品
群
の
供
給
と
需
要
聞
の
、
且
つ
生
産
と

消
費
聞
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
、
早
か
れ
遅
か
れ
必
然
的
修
正
が
現
は
れ
忍
。
」
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市
場
に
二
個
以
上
の
商
品
が
存
在
す
る
や
否
や
、
完
全
な
均
衡
は
直
接
交
換
の
み
で
は
到
達
R
れ
や
、
間
接
交
換

が
夫
れ
を
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
印
ち
殆
ん
ど
入
五
て
の
現
質
的
交
換
は
間
接
に
貨
幣
の
一
媒
介
を
通
じ
て
行

は
れ
る
。
夫
庖
で
貨
幣
を
、
「
支
の
役
割
は
純
粋
に
形
式
的
で
あ
る
」
も
の
と
し
て
把
握
す
れ
ば
、
「
取
引
が
終
了

し
た
後
の
結
果
は
、
諸
財
は
草
楠
に
手
を
代
へ
だ
に
過
ぎ
や
、
使
用
さ
れ
た
貨
幣
の
穂
積
は
正
確
に
最
初
と
同
一

の
手
に
横
は
る
。
斯
〈
て
事
賃
上
は
、
直
接
に
で
は
な
し
に
少
く
と
る
一
部
は
間
接
に
、
諸
財
は
諸
財
と
交
換
さ

れ
た
罪
で
あ
る
ポ
」
却
ち
。
貨
幣
が
介
在
す
る
事
に
成
っ
た
に
し
て
色
、
限
界
殻
用
の
法
則
は
未
だ
夫
の
有
殻
性
を

個
人
的
均
衡
の
第
一
候
件
色
沼
二
候
伴
も
成
立
し
て
辞
去
る
。
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各
人
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得

市
パ
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な
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、
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最
初
の
所
有
者
に
踊
る
色
の
な
ら
ば
、
現
貨
の
交
換
行
免
に
於
い
て
、
諸
財
の
一
単
位
が
多
数
の
貨
幣
単
位
に
叉

は
、
そ
の
他
の
全
て
の
人
に
と
っ
て
と
同
じ
様
に
彼
に
採
っ
て
完
全
に
何

うは
で少
色:数
良の
し、そ

事れ
t丙に
で交
あ換
る13)き
己れ
正 1=
謂カ、

-" 事
成
'-:J 

以
上
錠
ぺ
来
た
れ
る
事
に
依
っ
て
瞭
か
な
様
に
、
貨
幣
の
介
在
は
、

商
品
の
相
卦
債
格
に
資
し
て
相
等
の
影
響

も
持
つ
事
が
出
来
な
い
、
従
っ
て
口
廷
を
反
劃
に
踊
れ
ば
、
「
商
品
交
換
夫
れ
白
阻
胞
と
財
の
生
亮
消
費
闘
係
に
於
け
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

夫
の
前
提
保
件
と
は
、
商
品
の
交
換
債
値
に
探
つ
て
の
み
決
定
的
で
あ
っ
て
、
貨
幣
債
格
の
結
到
的
高
き
に
は
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
同

会
〈
何
等
の
直
接
的
影
響
も
及
ぼ
し
符
な
い
o
」
諜
で
あ
る
。

我
々
が
今
位
べ
た
慮
に
依
れ
ば
、
貨
幣
は
相
羽
債
格
に
卦
し
て
は
形
式
的
機
能
し
か
持
た
な
い
事
が
瞭
か
に
成

貨
幣
債
格
の
運
動

慕
四
十
二
容

七
七
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貨
常
債
格
の
運
動

第
二
抗

と

i¥. 

第
四
十
二
容

凹
問
。

つ
仁
の
で
あ
る
が
、
夫
の
同
じ
貨
幣
が
、
貨
幣
債
格
に
劃
し
て
は
賀
質
的
な
機
能
を
持
つ
の
で
あ
る
。
印
ち
「
異

貨
に
は
勿
論
(
諸
財
の
一
単
位
が
多
数
の
貨
幣
車
位
に
叉
ば
少
数
の
そ
れ
に
交
換
さ
れ
た
か
)
と
謂
ふ
市
中
は
、

決
し
て
完
全
に
無
闘
係

F
少

f
L
r
戸
」
み

4
B
i
o

、。

T
司
同
斗

v
l
T
L

入
上
ゆ
る
市
場
に
於
い
て
は
、

、、

貨
幣
が
よ
り
以
上
の
章
一
要
度
含
持
っ
て
居
る
人
々
が
あ
る
。

現
貨
に
於
い
て
は
形
式
的
で
あ
る
の
み
な
ら
や
宜
質
的
で
も
め

或
る
特
定
市
場
取
引
に
於
げ
る
貨
待
機
能
は
、

L
o」
従
っ
て
「
品
川
バ
併
偵
格
の
境
問
者
は
|
相
羽
債
格
の
規
制
者
に
反
し
て

l
決
U

て
向
日
叩
市
場
(
叉
は
財
生
産
)
臼
惜

、也、

ヒ

ー

;

}

「

l
J
4
l
i
l
f
t
'
}
j
B
1
2
7
J
b

訟
も
〈
刑
判

σ
め
坊
，
と
世
作
J
H
哉
と
Ue
防
川
村
ド

w
t
L
1

めか
らふ
れ l'l~
4写れ
る山1{-1'
己〆十
Lノ
"C 
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義
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1/，' 
しh

zド

き
て
此
借
地
に
於
い
て
、
貨
幣
が
如
何
な
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
ふ
る
の
だ
ら
う
か
、
夫
れ
ぞ
問
題
と
し
ょ

，
「
ノ
。

い
ま
間
接
交
換
の
結
果
を
観
察
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
つ
ま
り
物
質
代
謝
財
と
財
と
の
交
換
に
韓
着
す
る
、
財
が
財

に
針
し
て
交
換
3
れ
亡
の
で
あ
り
、
貨
幣
と
成
っ
た
財
は
、
た
Y
か
〉
る
物
質
代
謝
の
媒
介
に
役
立
つ
に
に
過
ぎ

な
い
。
斯
く
し
て
貨
幣
は
、
諸
財
の
単
な
る
交
換
手
段
と
し
て
視
は
れ
、
し
か
も
流
通
過
程
に
よ
っ
て
特
償
づ
け

ら
れ
た
る
交
換
手
段
す
な
は
ち
流
通
手
段
と
し
て
現
は
れ
る
。
「
貨
幣
に
闘
す
る
限
h
ノ
夫
の
役
割
は
純
粋
に
形
式
的

で
あ
る
o
」
と
謂
ふ
言
葉
は
、

正
に
以
上
の
様
に
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

流
通
手
段
の
分
量
に
闘
し
て
は
、

7
U
F

ク
ス
に
於
い
て
は
、
彼
の
「
荷
〈
も
何
等
か
営
誼
明
す
る
魚
に
は
、

ユ
I
ム
は
、

一
定
の
記
数
法
の
下
に
お
い
て
、
使
用
さ
れ
る
数
字
の
数
が
数
値
の
大
き
さ
に
依
存
す
る
の
で
は
な 巳

Lectures. p. 68. 
Geldzins， S. 22. 
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〈
て
、
逆
に
、
数
値
の
大
き
さ
が
使
用
さ
れ
る
文
字
の
軟
に
依
存
す
る
こ
左
を
一
不
す
.
べ
き
で
あ
っ
た
。
」
と
謂
ふ
誓

鳴
に
も
瞭
か
で
あ
る
が
、

ヲ
イ
ツ
ク
ゼ
U
F

に
依
れ
ば
何
回
も
位
ペ
に
や
う
に
「
諸
財
の
一
皐
杭
が
多
数
の
貨
幣
車

位
に
又
は
少
数
の
そ
れ
に
交
換
さ
れ
た
か
:
-
-
は
」
何
う
で
ち
良
い
事
に
成
っ
て
居
る
の
で
あ
り
、

マ

Y
ク
ス
の

流
通
手
段
の
分
量
に
閲
す
る
法
則
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
成
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

7

Y
ク
ス
が
「
け

忙
し
紙
幣
は
、
正
し
き
分
量
で
夜
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
慎
値
章
棋
と
し
て
の
紙
幣
に
特
有
で
な
い
運
動
を
行
ひ
、

紙
幣
に
特
有
な
運
動
は
、
直
接
に
諸
商
品
の
饗
態
か
ら
は
生
じ
な
い
で
、
合
に
封
す
る
そ
の
正
し
き
割
会
の
破
れ

に
こ
と
か
ら
生
じ
る
か
ら
で
め
る
o
」
と
紋
ベ
、
紙
幣
に
特
有
な
運
動
に
就
い
て
「

紙
幣
の
債
値
は
流
通
す
る

一
司
一
一
諾
前
日
川
の
倒
格
は
、
日
制
過
す
る
紙
幣
の
分
量
の
襲
動
す
る
に
う
れ
て
、
勝
諒
す
る

咽
噌
紙
幣
は
い
く
ら
膨
脹
し
て
も
流
通
に
は
い
り
込
な
か
に
見
え
る
o
」
と
紋
べ
る
に
到
れ
ば
、
最

早
彼
等
の
問
に
横
は
る
劃
立
は
消
え
去
る
の
で
あ
り
、
ウ
ノ
イ
ヲ
ク
ゼ

y
，
か
、
貨
幣
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
把
握

s. 

0") 

分
_~!l 

-fj¥; 
存

る

、
，
司
ヨ
ヨ
L
E
'
L
'
コ
0

・刀

l
J
J
Z

し
た
か
も
明
瞭
に
成
る
の
で
あ
る
。
彼
は
貨
幣
を
流
通
手
段
と
し
て
孤
立
化
し
、
し
か
も
債
値
章
棋
と
規
定
す
る

の
で
め
る
。

貨
幣
と
財
と
の
交
換
比
率
が
貨
幣
債
格
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ク
イ
ッ
ク
ゼ

Y
の
頭
を
支
配
し
て
居
た
貨
幣
債
格

と
は
、

正
に
使
値
章
標
と
財
と
の
交
換
比
率
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
彼
が
、
貨
幣
は
相
針
償
格
に
封
し
て
形
式

的
機
能
を
持
ち
貨
幣
債
格
に
劃
し
て
は
、
茸
質
的
な
機
能
を
持
っ
と
銑
べ
る
の
も
、
此
の
意
味
に
於
い
て
瞭
か
に

成
る
。

貨
幣
債
格
の
運
動

七
九

第
四
十
一
一
巻

四
四

第

~l~ 

河上・宮川課:政治混在事皐批刻、 31ユ王。
政治経済皐批列、 244買。
政治級事涛批刻、 243頁。
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貨
幣
債
格
の
運
動

弔
問
十
二
巻

帯

型主

四
日耳

;¥. 

O 

従
っ
て
宥
し
7
u
y

ク
ス
の
的
航
な
棋
に
闘
す
る
理
論
ジ
正
υ
~
t
J
F
U
F
一
す
れ
之
、
ラ
ノ
ッ
ク
J

て

Y
C
今
後
。
展

聞
は
、
草
に
無
用
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

英
の
ヱ
。
畢
説
否
定

彼
は
生
産
費
説
否
定
の
締
め
く
う
ち
と
し
て
次
の
様
に
言
ふ
。
印
ち
。
貴
金
属
の
生

産
駒
係
が
貨
幣
の
購
買
力
に
友
ぽ
す
影
響
は
、
極
誌
で
長
い
賀
川
聞
か
F
-

採
ト
ノ
し
ア
も
此
Mm
図
が
経
え
や
ノ
同
一
方
向
に

作
用
す
る
も

ωと
す
れ
ば
、
大
主
要
3
は
去
り
る
戸
、
他
の
一
安
点
、
に
勝
っ
て
居
る
の
T
b
d
ヲ

U
r
)
u
u

れ
ど
も
年
々
と
か

ム
枠
扮

4
1ど
か
い
ふ
一
知
期
を
採
れ
ば
陥
商
品
便
秘
mw
高

3
と
金
生
産
依
件
の
容
易
化
或
は
困
難
化
と
の
聞
に
、
平
衡

を
認
め
る
事
が
困
難
で
あ
る
。
然
る
に
貫
業
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
「
相
卦
的
に
無
期

l
m
年
目
年
四
年
迄

ー
の
債
格
襲
動
と
貨
幣
の
債
値
動
揺
と
で
あ
ム
o
」
故
に
、
生
産
費
説
の
主
張
が
如
何
に
論
理
的
で
あ
り
自
明
的
で

あ
ら
う
左
色
、
「
近
代
的
貨
幣
鰹
梼
の
買
践
的
に
最
も
重
要
な
問
題
を
問
題
と
す
る
や
否
や
」
そ
の
無
力
さ
が
-
曝
露

ク
イ
ッ
ク
ゼ

Y
が
此
庭
で
、
極
め
て
長
期
の
債
格
と
言
び
比
較
的
短
期
の
債
格
と
謂
っ

て
居
る
の
は
、
夫
れ
/
(
¥
相
劃
債
格
と
貨
幣
債
格
と
を
意
味
す
る
事
明
瞭
で
あ
る
が
故
に
、
換
言
す
れ
ば
生
産
費

す
る
と
謂
ふ
の
で
あ
る
。

設
は
相
劃
債
格
の
説
明
に
闘
し
て
は
論
理
的
に
桓
否
出
来
な
い
に
し
て
も
、
彼
の
貨
幣
債
格
の
説
明
に
関
し
て
は

無
力
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
成
る
。
此
慮
か
ら
次
の
事
が
結
論
さ
れ
る
。
卸
ち
被
は
、
生
産
費
設
が
彼
の
意
味
す
る

貨
幣
債
格
の
説
明
に
闘
し
て
無
力
で
あ
る
事
営
指
摘
す
る
魚
に
、
生
産
費
説
の
相
封
債
格
に
閲
す
る
説
明
炉
、
夫

の
ま
、
〉
で
、
彼
の
意
味
す
る
貨
幣
債
格
を
説
明
す
る
事
に
成
っ
て
居
る
と
想
像
し
、
前
者
が
後
者
を
説
明
し
符
な

い
事
を
以
っ
て
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

GeJdzins， 8' 29 
Geldzms， S. 30町
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彼
の
頭
脳
を
支
配
し
て
居
る
貨
幣
償
栴
と
は
、

一
止
に
我
L
V
M
J
4

規
定
し
た
様
な
そ
れ
で
あ
る
が
放
に
、

然
志
夫
れ

h
T
」
債
値
章
標
に
特
有
な
運
動
と
し
て
吟
味
す
る
事
を
忘
れ
た
が
故
に
、
営
然
の
論
理
は
彼
を
し
て
数
量
説
に
赴
か

し
め
「
歎
量
設
は
、

一
般
的
債
格
水
準
の
動
揺
に
卦
す
る
今
迄
位
ペ
た
全
て
の
説
明
方
法
の
内
比
較
的
最
も
正
し

い
方
法
で
あ
る
し
、
そ
の
卦
象
を
幾
分
合
理
的
方
法
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
正
に
唯
一
つ
の
志
の
で
あ
る
ぷ
」
と
哉

ペ
し
め
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
色
彼
に
依
れ
ば
、
「
欺
是
設
は
此
際
貨
幣
設
の
榊
加
乃
査
は
相
到
的
減
少
に
常
に
債
絡
を
高
め
或
は
低
め

る
様
に
作
用
す
る
傾
向
ぞ
障
す
る
限
り
|
然
も
先
づ
利
子
率
に
卦
し
て
反
卦
の
方
向
に
作
用
す
る
事
に
よ
っ
て
|

L， 

け
れ
ど
ち
貨
幣
的
鑓
動
は
此
慮
で
ば
ー
ー
と
も
角
極
め
て
長
い
期
間
伝
問
趨
に
し
な
い
な
ら
ば
|
暗
に

コ
乃
喜
担
快
こ

ar
ょ、
o
-
)
7
わ
〉

J
U
B
3
4
4』

l
u見
当

C

T

L

L

U

円

t
J
d
J
・

何
故
な
ら
。

彼
に
依
れ
ば
歎
且
一
旦
説
は
、

最
も
最
密
に

3
5
2
3
ュEω

想
定
が
固
守
さ
れ
た
場
合
に
の
み
理
論
的
に
妥
嘗
な
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
此
慮
に
想
定
さ
れ
る
事
情
の
内
、

流
通
速
度
一
定
と
い
ふ
想
定
が
ー
そ
の
他
の
諸
事
情
は
多
か
れ
少
か
れ
是
に
還
元
さ
れ
る
|
最
も
重
要
で
あ

zv

間

門

町

此
想
定
は
、
「
純
粋
な
現
金
経
樺
」
の
場
合
に
は
「
殆
ん

E
品
質
化
し
な
い
大
き
さ
」
と
し
て
、
「
単
純
信
用
」
の
場
合
に

は
「
幾
分
嘩
力
的
犬
き
さ
」
と
し
て
現
は
れ
、
夫
の
限
り
に
於
い
て
数
量
詑
の
論
結
は
未
だ
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
「
組
織
的
信
用
経
済
」
の
場
合
に
は
、

一
般
に
何
等
の
貨
解
も
流
通
せ
守
、
闘
内
取
引
の
目
的
の
た
め
に
貯

賦
さ
れ
る
事
を
要
せ
や
、
支
捕
手
段
叉
は
購
買
力
は
恐
ら
く
随
意
に
需
要
に
臆
じ
て
供
給
さ
れ
る
が
故
に
、
数
量

識
は
少
く
と
も
外
観
上
杢
ゆ
る
立
脚
軌
を
喪
ふ
の
で
あ
る
刊
か
ら
で
あ
る
。

貨
幣
債
格
の
運
動

第
四
十
二
巻

第

披

四
四

J¥ 

Geldzi1t15，日.VIII. 
Gelozins， s. 45-53・
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貨
幣
債
格
の
運
動

第

盟主

第
四
十
二
巻

i¥ 

四
四
四

か
く
て
ク
イ
ッ
ク
J
f
y
は
、
数
量
説
に
置
き
代
へ
る
魚
の
理
論
ぞ
構
成
す
る
の
で
め
る
が
、
簡
単
に
は
次
の
方

向
に
で
あ
る
。
即
ち
。
「
貨
幣
量
の
債
格
に
劃
す
る
作
用
を
屡
々
は
る
か
に
凌
円
、
、
所
の
他
要
素
は
、
貨
幣
利
子
の
照

爆
す
る
接
動
に
依
っ
て
伶
は
れ
る
所
の
|
常
に
除
々
に
で
は
あ
る
が
l
自
然
的
資
本
利
子
自
躍
の
樹
立
的
運
動
の

中
に
成
立
す
る
J

ご
と
い
ふ
方
向
に
で
あ
り
、
「
流
通
銀
行
券
量
が
銀
行
の
そ
の
操
作
の
結
果
、
増
加
す
る
か
し
な

、
、
、
、
、
、
、
、

い
か
は
、
岡
市
一
党
此
操
作
夫
れ
自
臨
債
格
勝
賞
を
惹
起
す
る
ド
泊
し
て
居
る
か
胆
な
い
か
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
l . 
q 

純
一
一
両
す
れ
ば
、

土
九
日
/
乱
世
桁
仁
一
静
岡
を
県
へ
仁
品
川
か
ノ

回

債
格
騰
貴
の
其
原
国
営
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
ふ
方
向
に

酷
大
せ
ろ
銀
行
努
続
行
夫
白
臨
じ
お
レ

τ
ー
は
な
〈
、

銀
行
側
に
於
け
る
信
用
低
下
に
於
い
て
こ
ぞ
、

で
あ
る
。
彼
は
数
量
設
に
於
げ
る
品
目
一
常
量
に
代
ふ
る
に
、
利
子
率
の
雄
一
動
を
以
っ
て
す
る
の
で
あ
る
が
、
数
量
説

の
如
く
単
純
な
利
子
涼
一
ゐ
盤
動
で
は
な
く
し
て
、
自
然
的
資
本
利
子
と
比
較
し
て
の
利
子
卒
の
襲
動
を
決
定
的
毛

メ
ン
ト
と
す
る
の
で
あ
る
υ

其
の
三
。
白
熊
利
子
と
貰
幣
利
子
と
の
関
係
紋
は
敷
骨
一
説
仁
於
け
る
利
子
運
動
に
「
極
め
て
重
要
な
修
正
」

を
行
ひ
、
次
の
様
に
一
斉
ふ
。
「
貨
幣
利
子
は
夫
れ
自
開
で
高
か
っ
た
り
低
か
っ
た
り
す
る
詳
で
は
決
し
て
な
い
。
夫

η
 

れ
の
高
低
は
会
く
」
自
然
的
資
本
利
子
と
比
較
し
て
の
事
で
あ
一
る
、
と
。
従
っ
て
何
時
で
も
自
然
的
資
本
利
子
は

訴

貨
幣
利
子
の
「
比
較
の
基
軸
」
と
成
る
一
ν

此
虞
で
自
然
的
資
本
利
子
と
謂
ふ
の
は
「
若
し
巽
宜
資
本
が
貨
幣
の
媒
介
な
し
に
買
物
で
貸
附
け
ら
れ
る
な
ら

四

ば
、
需
給
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
で
め
ら
う
蕗
山
犬
の
利
子
率
」
で
あ
り
、
大
上
限
は
「
生
産
が
支
排
は
れ
に
る
勢

。
設

け
す
乱

作
J
U
v
n
u
y

cuss 

惇
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銀
地
代
等
ん
干
の
総
額
以
上
に
典
へ
得
る
剃
鈴
〕
な
の
で
ふ
る
が
、
略
々
夫
れ
行
け
は
企
業
家
に
依
っ
て
支
抑
は
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

此
「
自
然
的
資
本
利
子
の
高
さ
は
、
一
般
的
に
紋
ぶ
れ
ぱ
、
生
産
の
牧
強
力
、
現
存
す
る
同
定
資
本
と
流
動
資

本
の
量
、
労
働
需
要
者
の
数
、
土
地
力
の
供
給
等
、
概
一
一
邑
す
れ
ば
、
集
っ
て
営
該
闘
民
誕
神
の
夫
の
時
々
の
軽
漕

事
情
を
構
成
す
る
多
〈
の
諸
事
情
に
、
依
存
す
る
」
の
で
あ
り
、
此
等
諸
決
定
根
擦
の
境
動
と
h

も
に
鍾
動
す
る

が
故
に
、
「
自
然
的
資
本
利
子
の
高
さ
は
、
何
等
固
定
的
な
不
健
的
な
大
き
さ
で
も
な
い
事
自
明
で
ふ
る
よ
自
然

的
資
本
利
子
は
犬
れ
白
煙
鍾
動
的
大
き
さ
で
J

め
る
ば
か
り
で
な
く
、
犬
の
運
動
は
貨
幣
利
子
の
運
動
に
比
較
し
た

一
段
・
内
こ
ま
よ
り
山
川
こ
坊
〈
汗
:
立
〉

E
す

7
J
o
t
Fま
を
3

5
昆
こ
皮
九
一

-
t
t
s多
〈
り
ピ
主
ご
K
K

コ

J
4
r
J
ι
'
!
i
r
y
E

下
h
I
t
u
t
オ
叫
1

・

J
t
H
E
U
h
ぜ

日

t
t川

J
H
U
-
-
F
J
h
J
J一
'
h
J
K
M
p
p
b
k
f
t
「イ
a

w

J

J

J

J

'

し

v
d
臼」

v
k
r
r
t

同
日
却
久
向
叶
こ
、

i
ノ

l

て
確
誼
す
る
事
が
出
来
る
い
か
、
例
へ
ば
。
「
必
然
的
に
然
し
乍
ら
徐
冷
に
、
貨
幣
利
子
の
照
臆
す
る
制
使
動
に
よ
っ
て

件
は
れ
る
所
の
自
然
的
資
本
利
子
日
曜
の
濁
立
的
運
動
」
「
貨
幣
利
子
率
は
結
局
は
異
質
資
本
の
過
剰
又
は
稀
少
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
得
る
、
け
れ
ど
も
一
憶
は
貨
幣
の
過
剰
又
は
稀
少
に
の
み
依
存
す
る
じ
等
夫
他
。

自
然
的
資
本
利
子
運
動
の
先
行
性
に
到
し
て
の
貨
幣
利
子
運
動
の
随
伴
性
は
、
次
の
如
〈
に
誼
明
さ
れ
る
。
第

一
に
は
「
銀
行
指
導
者
は
経
験
に
従
ふ
。
郎
ち
放
は
、
金
〈
盤
動
せ
る
事
情
に
鹿
追
さ
れ
背
ゃ
な
を
得
ゃ
に
の
み
、

夫
銀
行
の
業
務
指
導
に
際
し
て
肢
に
掠
用
さ
れ
て
居
り
其
債
が
認
め
ら
れ
て
居
る
管
慣
か
ら
離
れ
か
o
」
と
謂
ふ
事

情
に
依
っ
て
、
第
二
に
は
「
特
に
銀
行
の
利
子
政
策
に
闘
し
で
は
、
個
々
の
銀
行
も
個
ム
干
の
闘
の
銀
行
も
、
夫
利

子
政
策
を
他
銀
行
の
行
錯
と
は
無
関
係
に
猫
力
で
規
制
し
得
な
い
と
い
ふ
事
賀
ピ
」
依
っ
て
三
あ
る
o

貨
柑
市
債
格
の
運
動

第
四
十
二
巻

問
問
一
員

2高

1止

/ミ、
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策
問
十
二
巻

第

批

川
岡
大

A 
I'q 

貨
幣
償
格

ω運
動、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
貸
金
に
卦
す
る
人
魚
的
に
高
め
ら
れ
た
る
需
要
、
か
〈
て
普
通
の
事
情
の
下
に
は
生
じ
な
い
で
め
ら
う
所
の
需

乱
」
と
い
ふ
言
葉
に
瞭
か
な
や
う
に
、
我
冷
が
上
伎
せ
る
如
き
白
然
的
資
本
利
子
の
た
行
運
動
は
、
一
般
的
に
普

通
の
事
情
の
場
合
に
現
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
‘
特
殊
的
に
は
貨
幣
利
子
が
先
行
す
る
事
も
在
る
の
で
あ
る
。

理
論
的
準
備
は
既
に
成
っ
た
。
投
ι
q

は
組
織
的
展
開
に
入
る
事
に
し
よ
奇
心

制M

l凹町

組

織

的

鹿

間

第

Z
酬
。
序

大
概
の
岡
民
経
済
的
問
題
に
と
っ
て
は
、
自
然
的
資
本
利
子
L
」
貨
幣
利
子
と
の
差
異
を
無
視

す
る
事
が
許
き
れ
る
、
け
れ
ど
も
「
夫
れ
を
等
閑
に
附
す
る
事
が
出
来
な
い
唯
一
つ
の
場
合
が
あ
る
。
夫
場
A
n
L』

謂
ふ
の
は
、
即
ち
正
に
貨
幣
で
表
は
き
れ
に
商
品
債
格
の
趨
動
が
問
題
で
あ
る
場
合
で
あ
る
が
」
何
故
な
ら
此
債
格

の
平
均
的
費
動
乙
そ
雨
利
率
の
蛍
該
主
異
に
夫
の
本
源
的
動
力
を
持
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
我
々
の
此
蕗
で
の

問
題
は
正
に
犬
れ
で
あ
る
。

事
品
訴
を
車
純
化
す
る
た
め
に
次
の
想
定
が
な
さ
れ
る
。
我
々
の
研
究
調
象
と
成
る
一
闘
の
諸
聞
係
は
、

正
に
研

究
す
べ
き
襲
化
L
し
そ
の
結
果
と
を
除
け
ば
、
夫
他
は
完
全
な
静
態
で
あ
る
。
賃
料
財
は
、
そ
の
維
持
以
外
に
何
等
の

捷
動
に
も
曝
さ
れ
示
、
可
動
的
異
宜
資
本
は
資
本
家
の
意
向
に
依
っ
て
交
の
額
不
襲
で
あ
ち
、
生
産
過
程
の
長
き

は
何
れ
の
事
業
に
於
い
て
も
相
等
し
〈
一
年
で
あ
る
、
技
術
的
闘
係
が
そ
の
延
長
も
短
縮
も
行
は
し
め
な
い
場
合

切
如
く
で
あ
る
。
生
産
は
益
て
蛭
梼
年
の
初
め
に
於
い
て
同
時
に
初
ま
り
、
共
年
の
絡
ち
に
完
成
財
と
成
っ
て
夫

Geldzins， S. 80. 
Geld副 DS，S. 124-125・
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委
を
交
換
過
程
に
現
は
す
。
可
動
的
異
質
資
本
の
線
額
は
前
年
に
於
け
る
資
本
利
子
頓
を
控
除
さ
れ
た
享
楽
財
の

線
額
で
あ
る
。

企
業
家
は
何
等
の
貨
幣
も
持
っ
て
居
な
い
、
け
れ
ど
も
原
料
を
購
入

L
勢
銀
地
代
を
文
排
ひ
生
産
期
間
自
ら
生

活
す
る
魚
に
、
貨
幣
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
夫
れ
は
銀
行
か
ら
借
受
け
る
。
資
本
家
は
、
「
現
存
す
る
享
柴
財

の
現
在
の
所
有
者
」
で
め
り
向
日
川
商
人

E
観
念
き
れ
る

ωで
あ
る
が
、
捗
働
者
夫
他
の
者
は
夫
捗
銀
等
を
経
済
年

の
初
め
仁
前
貸
3
れ
る
が
故
に
、
商
品
を
全
年
に
百
一
っ
て
貯
離
す
る
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
従
っ
て
固
有
の
商

業
利
潤
を
宥
過
し
制
作
る
↑
れ
と
な
る
。
貸
金
利
子
と
預
金
利
千
と
の
聞
に
一
定
の
主
異
が
在
る
べ
き
答
だ
が
此
慮
で
一

主
泊
H

丘
干
し

'
E
t
る
o

t
i
-
-一

l

u

e

第
=
醐
コ
正
常
利
子
寧

企
業
家
は
経
持
年
の
初
め
に
銀
行
か
ら
、
前
年
の
聞
に
完
成
さ
れ
た
享
楽
財
の
憾

鈍
か
ら
資
本
家
の
利
子
績
を
控
除
せ
る
償
値
額
に
等
し
い
貨
幣
資
本
K
を
借
り
、
州
労
働
者
地
主
企
業
家
自
身
(
以
下

車
ハ
純
化

ω
均
一
制
労
働
者
だ
げ
を
事
げ
S
)
へ
支
姉
ふ
c

封
労
働
者
は
此
K
を
、
会
経
梼
年
に
亘
る
生
活
資
料
を
購
入
す
る
矯
に
資

本
家
H

商
品
商
人
へ
支
梯
ふ
。
彼
等
は
此
摘
を
銀
行
へ
預
金
す
る
。

今
貨
幣
利
子
が
自
然
利
子
と
同
様
に
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
企
業
家
は
夫
年
の
終
り
仁
銀
行
仁
劃
し
て
穴
(
戸
+

乱
引
)
と
謂
ふ
負
債
を
負
ふ
筈
で
あ
り
、
銀
行
は
資
本
家
に
劃
し
て
同
じ
く
穴
(
{
十
乱
副
)
な
る
義
務
な
負
ふ
。
結

神
年
が
経
過
し
た
後
生
産
物
は
完
成
さ
れ
先
づ
企
業
家
の
手
に
横
は
る
事
に
成
る
の
で
あ
る
が
、
完
成
財
娘
額
の

会
瞳
債
航
は
普
通
の
慣
格
が
支
配
し
て
居
る
場
合
に
は

関
(
戸
+
乱
剖
)

で
あ
る
、
犬
し
て
但
定
に
よ
っ
て
蛭
糟
は

貨
幣
償
抽
帽
の
運
動

川
叫
ト
」

}

F

V

一

第

.~Jt 

i¥. 
ヨ1

第
四
十
二
巻
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貨
幣
慣
格
の
運
動

第
四
十
二
巻

第

切t

静
態
で
あ
る
が
故
に
、

羽
川
当
八

企
業
家
の
報
酬
は
「
事
業
指
導
の
魚
に
な
さ
れ
た
努
力
へ
の
報
酬
」
に
限
定
さ
れ
る
。

八
六

資
本
家
日
向
日
開
商
人
は
、
此
杢
腫
債
値
に
等
し
い
彼
等
の
銀
行
預
金
を
小
切
手
に
依
っ
て
銀
行
か
ら
引
出
し
、

此
小
切
手
を
企
業
家
に
典
へ
て
彼
等
の
完
成
向
H

叩
を
手
に
入
れ
る
。

犬
内
利
子
額
詐
に
照
臆
す
る
尚
口
問
部
分
を

相
互
に
交
挽
し
来
年
の
消
費
の
鵡
に
側
に
置
く
。

此
魚
に
必
要
な
貨
幣
操
作
は
何
様
に
小
切
手
に
依
っ
て
成
就
さ

中
叫
年
度
的
生
産
一
ω
品
川
の
町
古
資
本
と
し
て

日
羽
令
に
は
い
h
l
成
る
前
日
川
形
態
で
側
に
置
く
。
企
業
ん
か
は
p

蛍
本
家
か
ら
符
た
小
切
手

L

ト
コ

ル
ベ
ヌ
一
【

Myr一
札
う
も
本
一
恥
せ
る
白
日
巾
祁
分
立
、

i
'
;
J
i
j
J
I
-
-
1
ノ

l

ノ
七
九
質
向
立
与
フ
位
向
存

ヘ

〈

J
7
J
Jイ
a
I
L
l
・hフ
J

1
↓十

F
2
1
T
L
U
)
 を
銀
行

へ
支
掛
ひ
、
銀
行
は
之
を
資
本
家
に
支
掛
ふ
が
故
に
、
彼
等
の
問
の
貸
借
は
完
全
に
決
持
さ
れ
る
。

今
説
明
し
た
限
り
で
は
事
象
は
常
に
此
軌
道
を
め
ぐ
る
の
で
あ
り
、
「
此
等
杢
て
の
内
に
は
債
格
を
高
め
符
或
は

低
め
得
る
何
物
も
横
ら
な
い
。
尉
首
ひ
理
化
せ
る
生
産
保
件
一
炉
、
加
ち
例
へ
ば
何
れ
か
の
商
品
種
類
が
前
よ
り
も
比

較
的
僅
か
な
労
働
夫
他
の
生
産
諸
力
の
支
出
に
よ
っ
て
生
産
き
れ
る
や
う
な
技
術
的
進
歩
が
、
種
ι
干
の
向
品
種
類

の
相
劃
的
交
挽
憤
値
の
聞
に
絶
え
や
差
異
を
惹
き
起
す
に
遠
ひ
な
い
に
し
て
も
、
何
故
に
(
貸
借
)
憤
絡
の
一
般
的

水
準
が
麺
動
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
め
る
O
L
此
利
子
率
を
彼
は
正
常
利
子
率
と
呼
ぶ
。
即
ち
「
岡
民
経
静
的

闘
係
の
夫
々
の
時
と
夫
々
の
状
態
と
に
は
、
商
品
債
格
の
一
般
的
水
準
を
最
早
上
へ
も
下
へ
も
動
か
す
傾
向
を
持

、、

た
な
い
様
な
貨
幣
利
子
の
平
均
的
利
子
卒
の
高
き
が
存
在
す
る
の
我
ι
ず
は
円
疋
を
正
常
利
子
率
と
呼
h
h
A
O

犬
の
簡
は

白
然
的
資
本
利
子
の
同
時
的
扶
態
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
是
と
共
に
上
h
文
は
下
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
h
o
」

第
三
酬
。
慣
桔
騰
貴

「
普
通
の
事
情
の
下
で
は
」
自
然
的
資
本
利
子
が
先
づ
動
く
筈
で
あ
る
か
ら
、
此
慮
で

。
刀
"H
"
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色
「
例
へ
ば
抑
岡
崎
3
れ
七
勢
銀
(
労
働
荷
品
川
守
い
比
一
向
的
措
明
加
)
低
下
し
た
る
地
代
文
ば
夫
他
の
賃
料
の
侍
に
、

或
は
最
後
に

技
術
的
進
歩
の
結
果
柑
労
働
と
自
然
力
と
の
高
ま
れ
る
生
産
力
の
需
に
、
自
然
的
資
本
利
子
卒
が

り
然
色
一
方
銀
行
は
依
然
主
し
て
通
常
利
子
卒
叉
は
割
引
率
i
を
固
守
す
る
」
ー
と
し
よ
う
。
経
持
年
の
絡
に
於
け

(
目
十
-
)
ま

成

る
生
産
物
の
杢
樫
償
値
は
、
普
通
の
債
格
の
場
合
に
ほ

』
ハ
二
十
九

mr)

で
あ
る
の
に
、
企
業
家
は
銀
行
に
封
し
て

三
+
斗
c
)
行
け
の
負
債
を
負
っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
主
相
同
何
回
は
、
営
然
人
T

や
企
業
家
の
剃
飴
利
潤

A

打
、
彼
等
は
照
穫
す
る
貨
幣
閣
を
相
互
に
交
換
し
て
是
を
貨
現
し
次
年
度
消
賓
の
魚
に
側
に
殻
く
。
生
産
物
総
額
H
 

の
残
部
六
二
十

l
E
)
だ
け
は
普
通
の
偵
絡
で
'
資
本
家
に
版
頁
き
れ
る
。
畑
山
格
は
未
だ
何
等
の
場
動
も
被
ら
な
い
。

企
業
家
が
年
b

一
定
制
の
剃
鋭
利
刊
を
芋
に
入
れ
る
と
件
企
業
家
は
犬
業
務
を
償
大
し
新
し
き
企
業
家
の
企
業

家
間
へ
の
流
入
が
生
じ
靖
大
生
成
へ
の
傾
向
が
現
は
れ
る
。
此
の
傾
向
は
直
ち
に
説
明
せ
ん
'
と
す
る
企
業
家
の
・
一
文

抑
可
能
性
に
よ
っ
て
一
定
の
規
定
を
受
け
る
。
印
ち
u

年
利
率
が
前
年
よ
り
一
バ

1
セ
ン
ト
だ
け
低
〈
成
っ
た
と

す
る
。
企
業
家
は
資
本
家
か
ら
現
金
子
借
り
て
そ
の
貨
幣
を
現
在
持
働
力
の
急
に
支
出
す
る
。
共
柑
労
働
力
を
使
つ

て
三
ヶ
月
後
に
生
産
物
が
完
成
す
る
も
の
と
す
れ
ば
.
然
志
借
り
た
資
本
は
三
ヶ
月
後
此
生
産
物
を
販
頁
し
丈
代

合
か
ら
返
済
き
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
企
業
家
は
労
働
力
に
現
夜
、
警
か
そ
の
生
産
物
が
普
通
の
債
格
で
貰
れ
る

に
し
て
も
自
己
の
損
失
な
し
に
、
王
バ

1
セ
ン
ト
だ
け
多
〈
支
抑
ひ
得
る
筈
で
あ
る
。
「
一
一
億
麻
克
に
四
バ

1
セ
ン

ト
支
部
品
も
一
億
三
千
三
百
寓
麻
克
に
三
戸

1
セ
ン
ト
支
掛
ふ
色
同
じ
事
に
成
る
の

rか
ら
、
叫
パ
ー
セ
ン
ト
だ

け
高
い
債
格
を
支
捕
ひ
得
る
注
目
で
あ
る
。
」

貨
幣
債
婚
の
運
動

第
四
十
二
巻

第

披

八

七

問
問
先

Geluzin:;， S. 130. 
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貨
幣
償
給
の
運
動

四
五

O

第

盟主

第
四
十
二
巻

i¥. 
i¥. 

年
a
b
企
業
家
の
下
に
生
A
V
る
剰
飴
利
潤
は
構
大
生
産
へ
の
傾
向
を
生
じ
、
此
傾
向
は
正
に
銑
ぺ
に
企
業
家
の
支

抑
可
能
性
に
依
っ
て
一
定
の
規
定
合
受
け
て
現
は
れ
る
。
け
れ
ど
も
寸
生
産
の
現
貴
的
な
晴
大
は
差
嘗
'
り
生
や
る

も
の
で
は
な
い
。
何
故
な

L
そ
の
魚
γ

い
は
異
質
生
産
諸
カ
即
ち
労
働
と
土
地
用
役
の
構
大
が
必
要
で
あ
り
、
か
h

、、

る
憤
大
に
よ
っ
て
現
は
れ
た
る
本
源
的
生
産
諸
カ
に
よ
っ
て
(
よ
b
長
い
、
夫
れ
故
に
)
よ
り
収
益
力
の
あ
る
生
産
過
程

が
形
成
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。
」
か
h

る
傾
向
と
現
買
と
の
封
崎
が
現
は
れ
る
が
放
に
、
換
言
す
れ
ば
「
(
信
用
低
下

l

J
っ
て
生
じ
た
品
〉
原
料
体
問
土
地
別
役
に
到
す
る
高
ま
仇

5
需
寝
並
び
に
情
調
財
に
持
す
る
直
接
問
慢
の
高
ま
れ

る
需
要
が
、
供
給
含
越
へ
み
と
い
ふ
事
情
が
、
債
格
を
上
昇
せ
し
め
る
決
定
的
モ
メ
ン
ト
を
成
す
o
」
即
ち
帥
労
働
力

の
債
格
が
上
昇
す
る
。
だ
か
ら
彼
は
次
の
様
に
言
ふ
。
「
傾
向
と
現
貨
と
の
此
重
要
な
る
直
別
に
劃
す
る
看
過
こ
そ

私
に
し
て
誤
な
け
れ
ば
、
信
用
の
債
格
に
劃
す
る
影
響
が
今
日
ま
で
、
何
故
か
〈
も
甚

rし
く
不
明
瞭
の
ま
〉
で

め
っ
た
か

t
い
ふ
主
要
根
擦
の
一
つ
で
あ
る
o
」
色
。

債
格
が
何
れ
だ
け
上
昇
す
る
か
は
、
企
業
家
の
支
排
可
能
性
に
そ
の
範
岡
を
、
企
業
家
間

μ
於
げ
る
蹟
大
生
産
一

の
矯
の
競
手
に
そ
の
拍
車
を
見
出
す
の
で
あ
り
、
競
雫
に
よ
る
拍
車
が
掛
け
れ
ば
強
い
程
債
格
は
支
排
可
能
性
の

範
闘
を
越
前
め
ら
れ
、
極
端
な
場
合
に
は
信
用
低
下
の
率
に
け
に
な
る
。
放
に
信
用
低
下
が
長
期
貸
金
の
利
子
に

も
影
響
す
る
や
う
に
成
れ
ば
、
は
な
は

rし
い
突
後
的
な
物
偵
騰
貴
が
現
は
れ
る
の
で
め
る
。

「
掛
〈
て
会
ゆ
る
貨
物
持
銀
と
貨
幣
食
料
と
が
高
め
ら
れ
る
が
故
に
、

企
業
家
は
生
産
の
瞭
大
が
一
般
的
に
成

功
し
な
い
に
も
拘
ら
や
信
該
年
の
生
産
わ
ぬ
に
増
加
せ
る
貸
附
資
本
合
銀
行
に
市
め
ね
ば
な
ら
な
い
吋
o
」
此
…
増
加
せ

。
R
H
U
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る
可
種
資
本
が
勢
働
者
に
支
捕
は
れ
る
や
否
や
、
後
者
は
来
る
べ
き
年
の
生
活
資
料
購
入
の
怨
に
資
本
家
に
支
出

す
る
。
然
る
に
資
本
家
の
手
下
に
在
る
商
品
資
本
は
前
年
と
同
額
で

J?。
。
需
要
が
供
給
を
超
へ
る
。
商
品
資
本

の
杢
瞳
債
値
K
は
利
子
低
下
に
比
例
し
て
一

2
閃
に
騰
貴
す
る
。

企
業
家
は
経
済
年
の
絡
に
は
、
享
級
車
財
の
綿
額
は
前
年
と
相
等
し
い
が
そ
の
杢
瞳
債
値
は
一
〆

1
セ
ン
ト
の
債

格
騰
貴
の
魚
H
・
2
開
会
+
叫
ん
乙
で
あ
る
の
を
後
見
す
る
、
彼
は
銀
行
に
一
目
。
-
-
丘
一
+
札
口

)rけ
負
債
し
て
ゐ
る
が

故
に
此
の
内
か
ら
そ
れ
だ
け
支
捕
へ
ば
銀
行
と
彼
と
の
債
務
は
決
持
さ
れ
、
残
飴
の
担
問
は
剃
飴
利
潤
と
し
て
自
己

の
手
に
落
ち
る
、
査
本
の
一
〆

1
セ
ン
ト
で
あ
る
。
資
本
家
は
商
品
費
本
の
騰
貴
せ
る
代
金
戸
宮
岡
山
を
銀
行
へ
預
金

と
し
て
ゐ
る
が
其
年
の
絡
り
に
新
た
に
生
産
さ
料
ピ
生
産
物
伝
購
入
す
る
活
に
ち
回
目
ハ
(
円
十
川
町
)
F
T
引
出
す
が
岐

に
、
彼
と
銀
行
と
の
聞
の
債
務
は
決
捕
僻
さ
れ
る
。
州
労
働
者
は
増
加
せ
る
可
品
捜
査
本
を
手
に
入
れ
る
が
.
生
活
費
糾

も
ま
た
騰
貴
す
る
が
故
に
何
等
の
費
動
も
見
な
い
。

第
四
跡
。
累
積
的
騰
貴

ば
な
ら
な
い
。
」
従
っ
て
「
岡
民
極
掛
金
瞳
に
と
っ
て
は
、

「
貨
幣
債
格
の
規
制
者
は

慶
義
に
於
け
る
貨
幣
市
場
に
於
い
て
求
め
ら
れ
ね

一
度
び
到
達
せ
る
一
般
的
債
格
航
態
を
何
れ
か
の
方
向

へ
動
か
す
べ
き
何
等
の
誘
因
も
存
在
し
な
い
。
例
へ
ば
債
格
騰
貴
が
一
様
に
会
ゆ
る
商
品
群
に
蹟
ま
る
な
ら
ば
、

結
局
た
Y
生
産
と
消
費
に
謝
し
て
の
み
巽
買
に
闘
聯
せ
る
や
う
な
相
卦
債
格
の
均
衡
が
、
再
び
現
は
れ
る
O
L

以
上
の
如
き
「
貨
幣
債
格
の
形
式
的
性
質
〕
と
一
定
の
「
惰
岳
と
に
よ
っ
て
、

一
度
び
騰
貴
せ
る
債
格
は
、
反
封

に
作
用
す
る
力
さ
へ
な
け
れ
ば
其
ま
冶
に
留
ま
る
性
質
を
持
っ
て
居
る
。
故
に
事
象
は
次
の
様
に
成
る
1

「
普
通
の

貨
幣
償
桜
山
運
動

四
五

富
市
二
股

i¥ 

九

第
四
十
二
巻

Geldzins， S. 22. 
Gelrlzins， S. 86. 
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Geldzins， S. 86. 
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貨
幣
債
H
吋
r

い
運
動

部
市
川
十
二
巻

PLJ 

干上

九
C 

第

E技

販
責
債
格
を
得
る

γ
ら
う
と
謂
ふ
前
提
の
下
で
き
へ
も
、
三
ヶ
月
後
に
販
貰
す
べ
き
商
日
開
に
劃
し
て
、
信
用
が
安

〈
な
っ
た
魚
よ
り
高
き
購
入
偵
格
富
舎
を
支
排
ひ
得
た
寅
業
家
は
、
此
期
聞
が
経
過
す
る
と
普
通
以
上
の
債
格

で
商
品
を
販
寅
し
得
る
と
謂
ム
快
き
殺
見
を
成
す
行
ら
う
。
今
や
彼
が
同
様
な
取
引
を
新
な
三
ヶ
月
の
鴻
に
契
約

た
の
場
合
極
め
て
常
然
現
れ
る
事
な
の
だ
が
、
現
在
支
配
し
つ
〉
あ
る
債
格
が
彼
の
計
算
の
基
礎

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

E
な
る
な
ら
ぜ
、
爾
後
彼
ほ
前
の
信
用
保
件
の
下
で
も
後
の
(
高
ま
れ
る
)
購
入
偵
格
ぞ
支
排
ひ
得
る
ぢ
ら
う
。
然
し
、明、

彼
一
か
児
に
銀
行
九
は
常
時
の
ほ
利
子

Jf
け
な
支
抑
ム
ヤ
-
研
究
寸
E
L
-
ず
れ
ぽ
、
伎
、
ほ
何
の
損
容
も
な
し
に
繍
pi
よ
h

す
る
な
ら
ば
、

高
き
自
己
費
用
を
携
ひ
得
る
(
そ
し
て
全
ゆ
る
蓋
然
性
に
依
勺
て
機
ひ
も
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
v

つ
)
等
ム
ー
だ
か
ら
此
鹿
で

は
等
し
い
大
き
さ
の
債
格
騰
貴
が
、
三
ヶ
月
毎
に
繰
返
さ
れ
る
だ
ら
う
。
」
前
の
記
競
で
瞭
か
に
す
れ
ば
可
種
資
本

は
も
う
一
バ

1
セ
ン
ト
だ
け
多
く
な
る
。
邸
ち
H
S
H
ハ
で
あ
り
商
品
資
本
は
等
し
く
夫
だ
け
上
昇
す
る
。
夫
年
の

絡
に
於
け
る
享
柴
財
総
額
の
益
瞳
債
値
は
F
C
N
H
円
(
主
‘
計
一
M

)

で
あ
り
、
企
業
家
の
銀
行
債
務
は
H
C
M
開
会

+
a
c
)

で
あ
る
が
故
に
、
企
業
家
の
貨
幣
で
表
現
さ
れ
た
剃
飴
利
潤
は
お
刊
で
あ
る
。
貨
幣
利
子
炉
依
然
支
庭
に
留
ま
れ
ば

債
格
は
累
積
的
に
高
ま
る
。

此
の
基
本
的
債
格
騰
貴
は
、
種
ん
吋
な
る
夫
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
夫
の
位

速
を
此
慮
で
省
略
す
る
。

第
五
曲
。
債
植
の
控
憐
作
用

さ
て
此
慮
で
は
次
の
課
題
が
提
起
さ
れ
る
。
帥
ち
「
そ
の
貨
幣
利
子
を
任
意

の
高
き
に
同
守
す
る
力
を
、

一
般
に
令
融
機
闘
が
持
っ
て
ゐ
る
か
何
う
か
。

可
ん
は
貨
幣
利
子
は
、
貨
幣
市
場
の
需

Geldzins，円:87 67) 



給
運
動
の
結
果
自
然
的
資
本
利
子
の
夫
時
φ
の
紋
態
に
、
速
か
れ
遅
か
れ
趨
鷹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
何
う
か
。

耐

と
謂
ふ
問
題
」
で
あ
る
。
此
問
題
に
闘
し
て
次
の
様
に
言
ふ
。
「
私
見
に
よ
れ
ば
次
の
事
'
伊
江
川
提
し
な
い
な
ら
ば
此

現
象
は
全
く
不
明
瞭
に
成
る
、
即
ち
雨
利
率
聞
に
於
け
る
支
今
の
持
績
的
荒
異
は
、
財
債
格
に
封
し
て
衝
撃
を
、

し
か
も
貨
幣
事
情
の
事
貨
上
の
委
の
場
合
に
、
速
か
れ
遅
か
れ
貸
附
利
子
を
自
然
的
資
本
利
子
の
そ
の
時
々
の
高

さ
に
繋
ぎ
留
め
る
慮
の
、
常
に
操
一
巡
き
れ
し
か
も
進
行
的
で
あ
る
屈
の
衝
撃
を
、
奥
へ
る
と
謂
ふ
事
を
川
町
」
か
く
て

彼
に
よ
れ
ば
「
偵
格
味
、
謂
は
Y

自
然
的
資
本
利
子
と
行
、
幣
利
子
ζ

の
閉
山
引
か
の
体
珪
を
媒
介
す
る
膳
の
然
し

夫
自
瞳
充
分
に
延
ば
♂
れ
必
は
縮
め
ら
れ
た
後
に
初
め
て

T
d
か
め
る
が
螺
枚
持
慌
で
め
る
こ
と
考
~
ら
れ
て
府

l
J
s
t
E
l
d
i
f
-
-
F
)
3
7
、l
-
i
F
i、
:
i
〉

;

i

7
1
一
制
作
ド
ヰ
佐
和
叫
が

υ
川
ヲ
十
じ
じ
様
似
じ
特
ん
か
く

E
J
ゆ
L
t

、‘
.

k

・
1

7

 

よ
h
長
〈
且
つ
よ

h
牧
益
的
に
成
る
。
」

;
l
:
2
3
i
t
;
1
2
f
i
J
'
f
h
 

c月
相
知
L
一
錯
す
配
加
盟
?
と
つ
山
明
白
出

l
J
-
万戸也

程
度
に
膿
じ
て
、

銀
行
が
貨
幣
利
子
会
自
然
的
資
本
利
子
以
下
に
固
守
し
、
債
格
を
累
積
的
に
何
時
迄
も
上
昇
せ
し
め
得
る
も
の

だ
ら
う
か
。
此
問
題
に
闘
し
て
今
銀
行
の
支
排
能
力
だ
け
が
眠
中
に
入
り
信
用
経
済
が
杢
ゆ
る
閥
冷
で
完
全
に
竣

展
し
て
居
る
と
謂
ふ
事
を
想
定
す
る
な
ら
ば
‘
此
慮
で
は
工
業
用
途
へ
の
貴
金
属
使
用
と
い
ふ
事
が
限
界
に
な
る
。

即
ち
貨
幣
の
徐
り
に
少
な
い
購
買
力
は
金
生
産
全
阻
ム
見
せ
し
め
‘
他
の
事
情
に
し
て
同
一
な
ら
ば
金
の
工
業
的
消

貨
が
蹟
し
ん
す
る
。
消
貨
が
生
産
を
超
~
る
υ

銀
行
の
保
有
金
量
が
減
少
す
る
。
貸
金
利
子
の
引
上
げ
が
強
制
さ
れ

る
。
鋳
貨
や
銀
行
券
が
著
し
く
流
通
し
て
居
る
現
質
的
諸
事
情
の
下
で
は
、
そ
の
張
制
は
極
め
て
遮
〈
現
は
れ
る
o

偵
絡
騰
貴
は
犬
影
響
を
金
の
生
産
消
突
闘
係
に
の
み
な
ら
十
極
め
て
高
度
に
貨
幣
流
通
の
需
要
に
及
ぼ
す
。
鋳
品
目
(

貨
幣
償
俸
の
運
劫

I!!l 
五

奇z
t党

力a

第
四
十
二
巻
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貨
幣
債
絡
の
運
動

四
五
四

第
二
競

11. 

第
四
十
二
巻

と
銀
行
券
と
は
公
衆
の
下
に
於
い
て
銀
行
の
使
用
し
制
作
べ
き
準
備
金
よ
り
は
る
か
に
多
〈
流
通
し
て
居
る
が
故

に
、
こ
の
事
情
の
場
合
に
は
可
な
り
小
さ
な
騰
貴
が
起
つ
で
も
使
用
し
特
ぺ
き
銀
行
準
備
は
庇
汎
な
減
少
を
生
や

る
の
で
あ
る
。
貸
金
利
子
引
上
の
強
制
が
現
は
れ
る
。

貨
幣
利
子
を
自
然
的
資
本
利
子
よ

b
高
く
岡
守
す
る
事
が
出
来
る
も
の
だ
ら
う
か
c

此
場
合
に
は
銀
行
の
支
排

能
力
が
最
早
問
問
一
に
な
ら
寸
し
て
、
銀
行
の
粧
掛
的
利
害
闘
係
い
か
問
題
の
中
に
準
判
明
す
る
c

尚
口
叩
憤
絡
の
準
行
的

紙
下
の
斜
金
の
購
買
カ
が
増
大
す
名
門

金
の
生
産
が
輸
大
し
金
mw
工
業
的
・
消
費
一
か
減
少
す
る
c

債
格
下
蕗
の
矯
統

過
は
盆
今
大
な
る
額
の
鋳
貨
と
銀
行
券
と
を
銀
行
へ
臨
す
じ
銀
行
は
是
等
貨
幣
総
額
に
利
子
を
附
せ
ね
ば
な
ら
な

い
事
は
常
然
で
あ
る
が
、
私
人
の
貸
附
業
務
が
銀
行
と
常
に
競
守
し
て
ゐ
る
が
故
に
貸
金
利
子
と
預
金
利
子
と
を

殆
ん
ど
等
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
銀
行
が
利
子
附
有
償
誼
券
闘
依
等
へ
そ
の
預
金
ぞ
投
資
し
て
も
夫
慮
か

ら
解
放
さ
れ
た
貨
鮮
は
再
び
投
賓
を
求
め
る
が
故
に
、
貨
幣
過
剰
を
防
止
す
る
事
が
出
来
な
い
。
銀
行
は
利
子
負

槍
に
堪
え
な
く
な
る
。
利
子
低
下
の
強
制
が
現
は
れ
る
。

次
に
。
此
等
の
事
炉
、
貨
幣
利
子
が
白
然
利
チ
以
下
に
止
ま
る
場
合
に
商
品
債
格
の
艇
績
的
上
昇
を
妨
害
し
、

貨
幣
利
子
が
自
然
利
子
よ
り
高
〈
な
っ
て
ゐ
る
場
合
に
債
格
の
漸
次
的
下
落
を
妨
げ
る
程
念
速
に
起
る
も
の
だ
ら

う
か
、

と
詰
ふ
問
題
が
現
は
れ
て
来
る
の
で
あ
る
が
此
に
闘
し
て
は
我
今
は
智
に
瞭
か
に
し
た
貨
幣
利
子
の
随
伴

性
を
奉
げ
る
べ
き
で
あ
る
c

我
キ
は
ヲ
イ
ツ
ク
ゼ
W

の
貨
幣
債
格
に
闘
す
る
理
論
を
、
師
国
格
騰
貴
士
一
一
同
ふ
面
に
於
い
て
追
跡
し
て
来
た
、
然

Geldzicl"， S. 104-105 
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し
以
上
の
展
開
は
正
に
犬
山
ま
ち
債
務
下
落
の
商
へ
も
常
絞
る
の
で
ゐ
る
。

回

批

やl

生
産
費
設
を
否
定
し
切
っ
た
ク
イ
ッ
ク
ゼ

Y
は
、
次
に
数
量
設
を
「
比
較
的
最
も
正
し
い
方
法
で
あ
る
」
と
規
定

し
は
す
る
が
結
局
是
を
色
乗
越
へ
よ
う
と
企
闘
し
た
の
で
あ
る
事
は
需
に
み
た
。
此
慮
で
私
は
、
彼
が
果
し
て
殻

量
誕
の
坪
九
T
由
来
博
也
へ
て
ゐ
る
か
何
う
か
と
い
ふ
方
向
に
、
批
判
の
大
韓
を
向
け
る
事
に
し
よ
う
。

彼
に
よ
れ
ば
資
本
利
子
と
貨
幣
利
子
と
の
問
の
品
中
古
典
こ
そ
債
格
伝
燐
動
せ
し
め
る
決
定
的
廃
悶
1
C
一羽倣
3
れ
て

ゐ
る
。
然
し
て
こ
の
雨
利
子
卒
聞
の
差
異
は
一
般
的
に
は
資
本
利
子
の
先
行
性
に
よ
っ
て
生
子
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
先
行
的
上
昇
は
「
例
へ
ば
抑
座
さ
れ
た
る
勢
銀
(
労
働
者
の
比
佼
的
増
加
v
低
下
せ
る
地
代
叉
は
共
他
の
賃
料
の
魚
、

或
は
最
後
に
技
術
的
進
歩
の
結
果
品
労
働
と
自
然
力
と
の
高
ま
れ
る
生
産
力
の
矯
に
・
:
・
」
現
は
れ
る
と
ぎ
れ
て
ゐ

る
。
け
れ
ど
も
彼
の
杢
瞳
系
に
於
い
て
は
か
冶
る
生
産
力
の
上
回
升
は
、
生
産
期
間
の
延
長
に
依
つ
て
の
み
可
能
な

筈
で
あ
る
。
然
し
我
冷
は
趨
稗
年
は
一
年
で
あ
っ
て
「
技
術
的
関
係
が
犬
の
延
長
も
短
縮
も
行
は
し
め
な
い
場
合

の
如
〈
で
あ
る
」
と
前
提
し
て
理
論
を
展
開
し
て
来
た
。
債
格
上
昇
の
そ
も
/
¥
の
第
一
歩
に
伺
等
の
髄
踊
も
な

い
と
何
う
し
て
言
ひ
得
る
だ
ら
う
か
。

「
{
信
用
を
低
下
す
る
事
に
上
っ
て
生
じ
た
る
)
原
料
叫
労
働
土
地
用
役
等
に
潤
す
る
高
ま
れ
る
需
要
並
び
に
消
費
財
に
卦
す

、
、
、
、

る
高
ま
れ
る
直
接
間
接
的
需
要
が
、
供
給
を
峰
へ
る
と
い
ふ
事
情
が
、
債
格
を
上
昇
せ
し
め
る
決
定
的
毛
メ
シ
ト

貨
幣
債
格
の
運
動

凶
五
五

第

披

第
四
十
二
巻
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l;elozins， s. 45・
Geldzins， S. 130. 



貨
僻
市
債
格
の
運
動

第
同
十
二
巻

第

司庇

九

"'1 

問
責
↓
ハ

を
成
ず
に
と
殻
ぺ
る
市
中
に
よ
っ
て
州
労
働
力
騰
貴
の
最
後
の
契
機
を
説
明
し
た
。
け
れ
ど
も
一
般
的
に
は
「
た
Y
購

買
力
を
以
て
裏
づ
け
ら
れ
た
る
欲
求
の
み
が
需
要
と
栴
せ
ら
れ
る
」
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
慮
で
我
や
が
問
題

に
し
て
ゐ
る
需
要
は
我
冷
が
前
に
分
析
し
た
如
〈
企
業
家
の
支
排
可
能
性
に
よ
っ
て
規
定
づ
け
ら
れ
た
る
描
大
生

産
へ
の
傾
向
で
あ
る
が
故
に
、

今
定
義
し
た
概
念
に
照
躍
す
る
た
め
に
は
営
然
支
排
可
能
性
は
皐
な
る
可
能
性
で

は
な
〈
て
貨
幣
量
の
直
接
的
投
影
て
あ
り
、
夫
自
開
貨
幣
量
と
同
一
の
作
用
を
有
す
る
も
の
と
考
ふ
べ
き
で
め
る
。

狩
し
定
例
可
拙
性
が
取
な
る
司
能
性
C
め
る
む
ら
は
市

関
大
生
成
へ
の
傾
向
は
叩
な
る
枕
求
1
)

な
り
伯
絡
が
上
昇

す
る
筈
が
な
い
の
で
あ
る
。

今
単
な
る
支
排
可
能
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
る
傾
向
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
貨
幣
量
が
問
題
の
前
面
に
現

は
れ
や
利
子
率
の
費
動
に
よ
っ
て
、
彼
が
言
ふ
如
〈
債
格
一
か
騰
貴
し
た
と
し
よ
う
。
被
の
一
一
一
一
口
ふ
所
に
よ
れ
ば
次
の

様
に
な
る
、
即
ち
「
か
く
て
杢
ゆ
る
貨
幣
労
銀
と
貨
幣
賃
粁
と
が
高
め
ら
れ
る
が
故
に
、
企
業
家
は
生
産
の
繍
大

が
一
般
に
成
功
し
な
い
に
も
拘
ら
や
嘗
該
年
の
生
産
の
翁
に
増
加
せ
る
貸
附
資
本
を
銀
行
に
需
め
ね
ば
な
ら
な

い
o
」
従
っ
て
債
格
が
上
昇
し
て
後
、
貨
幣
量
が
需
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
流
通
手
段
の
分
量
に
闘

す
る
我
々
が
前
に
紋
ペ
に
彼
の
法
則
と
衝
突
す
る
c

こ
の
衝
突
を
免
れ
判
官
る
魚
に
は
文
排
可
能
性
を
貨
幣
量
の
直

接
的
投
影
と
考
ふ
べ
き
で
め
る
。

き
て
以
上
の
根
懐
か
ら
支
排
可
能
性
を
貸
倣
雨
量
の
直
接
的
投
影
と
い
ふ
結
論
に
導
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
結

論
は
彼
が
橋
に
な
し
た
数
量
説
批
判
、
却
も
「
載
量
読
は
此
際
、
貨
幣
量
の
増
加
乃
至
相
封
的
減
少
に
債
格
を
高

(;'eldzins， S. 82 註。
首i同教授、車!iIf'f-f_f:事新議、 44頁。
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め
或
は
低
め
る
様
に
作
用
す
る
傾
向
を
常
に
踊
す
る
限
り
1

然
も
先
づ
利
子
率
に
卦
し
て
反
卦
の
方
向
に
作
用
す

る
一
帯
に
よ
っ
て

l
正
し
い
。
け
れ
ど
色
貨
幣
盤
動
は
此
慮
で
は
ー
と
も
角
極
め
て
長
い
期
聞
を
問
題
に
し
な
い
な

ら
ば
|
軍
に
一
要
素
に
過
一
ぎ
な
い
。
前
者
の
作
用
を
は
る
か
に
凌
ぐ
他
の
要
素
は
、
必
然
的
に
然
し
乍
ら
除
今
に

貨
幣
利
子
の
鍵
動
に
よ
っ
て
伴
は
れ
る
所
の
自
然
的
資
本
利
子
自
慢
の
樹
立
的
運
動
の
中
に
成
立
す
九
o
」
な
る
批

判
に
矛
盾
し
な
い
行
ら
う
か
。
自
然
的
資
本
利
子
ぞ
比
較
の
某
軸
と
し
て
規
定
し
た
以
外
に
何
慮
に
数
量
設
を
揚

棄
し
た
馳
が
在
る
打
ら
う
か
。
然
-E
自
然
的
資
本
利
子
の
概
念
を
彼
の
説
明
じ
止
り
入
れ
た
の
は
、
骨
骨
格
説
明

の
斜
ド
作
一
一
倣
山
H

止
や
}
前
阿
へ
持
出

3
U
い
に
め
で
あ
っ
仁
川
背
引
し
あ
る
。

同
じ
事
の
繰
返
し
で
め
与
が
臥
下
の
紺
を
佐
古
す
る

4
r
h
し
」
う
こ
被
じ
依
れ
ば
資
本
家
側
に
有
す
る
商
品
読

本
の
債
値
増
大
は
、
直
接
に
勢
働
者
が
支
出
す
る
増
加
せ
る
貨
幣
量
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
州
労
働
力
の
債

格
は
利
率
業
に
よ
っ
て
、
生
活
資
料
の
債
格
は
貨
幣
量
に
よ
っ
て
。
二
元
的
説
明
。

流
通
手
段
の
分
量
に
闘
す
る
彼
の
法
則
と
の
矛
盾
は
次
の
場
合
に
色
現
は
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
彼
に
よ
れ
ば
債
格

が
上
昇
す
る
と
流
通
は
通
貨
と
紙
常
と
を
よ
り
多
く
必
要
と
し
、
償
格
が
下
落
す
る
と
そ
の
反
針
が
1

流
通
が
鋳

貨
と
紙
幣
と
を
銀
行
へ
臨
す
事
に
成
っ
て
居
る
。
け
れ
ど
も
位
の
説
明
の
中
に
は
、
何
故
に
読
過
が
貨
幣
を
必
要

と
し
又
は
不
必
要
と
す
る
の
か
、
或
は
何
故
に
一
定
の
債
格
の
場
合
に
読
過
は
一
定
の
貨
幣
量
を
必
要
と
す
る
の

か
、
と
い
ふ
事
に
闘
し
て
何
等
の
一
確
-
置
も
な
い
の
で
あ
る
e

貨
幣
西
国
絡
の
運
動

第
四
十
三
巻

凶
五
七

第

銑

ずL
まi

Geldzins. S. VlIr 80) 


